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	スライド 1:          虐待や身体拘束が起きる要因に人材不足や仕事上のストレスが大きな原因と言われています。 しかし、人材が今よりも豊富であった昔も拘束や虐待は行われていました。今なお少子高齢化が進む時代に向け、虐待をNOとし、不適切なケアから適切なケアへ、虐待・身体拘束の考え方を一緒に学びませんか？  令和6年度より、虐待の発生又はその再発を防止するための下記措置 【●委員会の開催及び結果の周知●指針の整備●研修の実施●措置担当者の設置】が講じられていない場合は、 高齢者虐待防止措置未実施減算
	スライド 2

